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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、サイクリンファミリーのメンバーをコードしています。サイクリンは、サイクリン依存性タンパク質キナーゼに結合して活性化する能力を通じて、細胞周期遷移の重要な調節因子です。このメンバーはまた、約 40 個のアミノ酸モチーフである F ボックスを特徴とする F ボックスタンパク質ファミリーにも属しています。F ボックスタンパク質は、リン酸化依存性ユビキチン化に機能する SCF (SKP1-cullin-F-box) と呼ばれるユビキチンタンパク質リガーゼ複合体の 4 つのサブユニットの 1 つを構成します。F ボックスタンパク質は、WD-40 ドメインを含む Fbws、ロイシンに富むリピートを含む Fbls、および異なるタンパク質間相互作用モジュールまたは認識可能なモチーフを含まない Fbxs の 3 つのクラスに分類されます。この遺伝子によってコードされるタンパク質は Fbxs クラスに属し、F ボックスモチーフが特定された最初のタンパク質の 1 つです。 [RefSeq提供、2008年7月],発生段階：G2/MサイクリンはG2期に着実に蓄積し、有糸分裂で突然破壊される。,機能：S期およびG2期における細胞周期の制御に関与すると考えられる。,類似性：サイクリンファミリーに属する。,類似性：サイクリンファミリーに属する。サイクリンABサブファミリー。,類似性：1つのFボックスドメインを含む。,
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	-
	画像データ
	

	サイクリンF抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	HeLa細胞ライセートのサイクリンF抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：500 に希釈したサイクリン F ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。

